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令和７年８月２１日 

戸田市教育委員会 



第８回教育委員会（定例会）次第 

１ 開会 
 

２ 前回の会議録の承認 
 

３ 教育委員提案  別添 資料№１のとおり 
 

４ 報告事項    別添 資料№２のとおり 
 

５ その他 

（１）次回の教育委員会の日程（案） 

令和７年９月１８日（木）午前９時３０分～  

（２）その他 
 

６ 閉  会 



日 曜日 内　　　容 時　　　間 場　　所 主管課

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金 戸田市英語弁論暗唱大会
市英語研究部主催による中学校英語弁論暗唱

大会
13：00～17：00 教育センター 教育政策室

6 土

7 日

8 月

9 火

10 水

11 木

12 金

13 土 英検対策講座 希望者による英検３級受検対策講座 9:00～12:00 教育センター 教育政策室

14 日

15 月

16 火

17 水 蕨班英語弁論暗唱大会
蕨班英語研究部主催による中学校英語弁論

暗唱大会
13：00～16：30 教育センター 教育政策室

18 木

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火

24 水

25 木

26 金 学警連第３回役員会 学校と警察による連携のための会議 15：30～ オンライン 教育政策室

27 土

28 日

29 月

30 火
戸田市学校情報マネジメント

研修会
情報マネジメントに係る研修会 15:30～ オンライン 教育政策室

９月教育委員会関係【会議】日程表

会議名



日 曜日 内　　　容 時　　　間 場　　所 主管課

1 月

託児サービス
保護者が図書館でゆっくりと本を選んだり、
学習ができるように、保育士が子どもを預かる

①９：３０～１０：２０
②１０：３０～１１：２０
③１１：３０～１２：２０
のいずれか１回５０分

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

戸一小・戸東小　修学旅行
～３日

【市民大学講座】
歴史講座①

埼玉の山とその歴史について学びます １３：３０～１５：００ 新曽公民館 生涯学習課

戸田南小　林間学校
～５日

託児サービス
保護者が図書館でゆっくりと本を選んだり、
学習ができるように、保育士が子どもを預かる

①９：３０～１０：２０
②１０：３０～１１：２０
③１１：３０～１２：２０
のいずれか１回５０分

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

芦原小　修学旅行
～５日

ととけっこの部屋
親子で一緒にわらべうたで遊び、絵本の読み聞

かせを楽しむ
１１：００～１１：３０

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

赤ちゃんおはなし会 絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など。 １０：３０～１１：００
あいパル2階

和室
生涯学習課

子ども大学とだ④ 青山学院大学キャンパスツアー ９：００～１７：００ 青山学院大学 生涯学習課

手づくり和菓子講座②
家庭でもできる夏の和菓子のつくり方を学び、涼
しさを体感します

１０：００～１２：００ 新曽公民館 生涯学習課

スマホ・パソコン質問コーナー
パソコン・スマートフォン・タブレット等の基本操
作などの各種IT相談。ミニ講座「LINEを使いこな
そう」も実施。

９：００～１２：００ 美笹公民館 生涯学習課

おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １１：００～１１：３０
中央図書館

読み聞かせコーナー 生涯学習課

美笹のおはなし会 絵本の読み聞かせ、手遊びなど １０：００～１０：３０
美笹公民館

親子ふれあい広場
生涯学習課

【市民大学講座】防災士と学
ぶ防災講座～被災地の近況
と災害対応シュミレーション～

被災地を視察した方からお話を聞き、カードゲー
ムで災害対応を体験する

１３:３０～１５:３０ 美笹公民館 生涯学習課

子ども映画会 「おじゃる丸　満月ロード危機一髪」(50分) １０：３０～１１：３０
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

企画展展示解説 企画展「戸田と戦争」の展示解説 １４：００～１４：４０ 郷土博物館 生涯学習課

8 月

【市民大学講座】埼玉大学・戸
田市連携講座

人は何故、化粧をするのか？
―化粧品を「化学」する―

１４：００～１５：３０
市役所５階
大会議室

生涯学習課

新曽中　社会体験チャレンジ
～１１日

新人水泳県大会
～１０日

【市民大学講座】
歴史講座②

埼玉の山とその歴史について学びます １３：３０～１５：００ 新曽公民館 生涯学習課

新曽小・喜沢小・笹目東小
林間学校　～１２日

英語でポップスを歌おう
オールディーズのヒットソングを楽しく歌
います

１４：００～１５：３０ 下戸田公民館 生涯学習課

名作映画上映会
名作映画「ローマの休日」を新曽公民館ホール
の大画面で鑑賞する

１３：３０～１６：００ 新曽公民館 生涯学習課

赤ちゃんおはなし会 絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など。 １０：３０～１１：００
あいパル2階

和室
生涯学習課

【市民大学講座】埼玉大学・戸
田市連携講座

ジャグリングパターンの数理 １４：００～１５：３０
市役所５階
大会議室

生涯学習課

13 土 スマホ・パソコン質問コーナー
パソコン・スマートフォン・タブレット等の基本操
作などの各種IT相談。ミニ講座「LINEを使いこな
そう」も実施。

１３：００～１６：００ 下戸田公民館 生涯学習課

14 日

15 月

16 火 託児サービス
保護者が図書館でゆっくりと本を選んだり、
学習ができるように、保育士が子どもを預かる

①９：３０～１０：２０
②１０：３０～１１：２０
③１１：３０～１２：２０
のいずれか１回５０分

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

水

木

金

火

水

木

金

土

日

火

6

7

9

10

11

12

９月教育委員会関係【行事・講座等】日程表

会議名

2

3

4

5



日 曜日 内　　　容 時　　　間 場　　所 主管課会議名

【市民大学講座】埼玉大学・戸
田市連携講座

韓国の文化人と城北洞 １４：００～１５：３０
市役所５階
大会議室

生涯学習課

【市民大学講座】
歴史講座③

埼玉の山とその歴史について学びます １３：３０～１５：００ 新曽公民館 生涯学習課

戸一小林間学校　～１９日

18 木 託児サービス
保護者が図書館でゆっくりと本を選んだり、
学習ができるように、保育士が子どもを預かる

①９：３０～１０：２０
②１０：３０～１１：２０
③１１：３０～１２：２０
のいずれか１回５０分

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

こっこのへや 親子で楽しむ絵本の読み聞かせとわらべうた １０：３０～１１：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

赤ちゃんおはなし会 絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など。 １０：３０～１１：００
あいパル2階

和室
生涯学習課

【市民大学講座】埼玉大学・戸
田市連携講座

最近の世界経済情勢について １４：００～１５：３０
市役所５階
大会議室

生涯学習課

新人陸上二市大会
～２０日

救急入門コース講習会
胸骨圧迫とＡＥＤの使い方を中心に救命措置の
基礎を学びます

１０：００～１１：３０ 新曽公民館 生涯学習課

おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館

読み聞かせコーナー 生涯学習課

スマホ・パソコン質問コーナー
パソコン・スマートフォン・タブレット等の基本操
作などの各種IT相談。ミニ講座「LINEを使いこな
そう」も実施。

１３：００～１６：００ 新曽公民館 生涯学習課

かみとだおはなし会 絵本の読み聞かせ、折り紙や工作など １０：３０～１１：３０
あいパル３階
研修室

生涯学習課

絵本カフェ
～みんなで読書会～

本をテーマにおしゃべりを楽しむ
テーマ「星新一」

１４：００～１５：３０
あいパル2階

キッチンスタジオ
生涯学習課

新人陸上二市大会予備日

22 月

託児サービス
保護者が図書館でゆっくりと本を選んだり、
学習ができるように、保育士が子どもを預かる

①９：３０～１０：２０
②１０：３０～１１：２０
③１１：３０～１２：２０
のいずれか１回５０分

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

図書館で学ぶ今日からはじめる
かんたん腸活　～毎日をもっと心

地よくわたしの新習慣～
みたけ食品による腸活に関する講座 １３：３０～１５：００

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

パルシアターと
かみとだおはなし会

上映作品「むかしばなし」
映画と絵本の読み聞かせ

１０：３０～１１：３０
あいパル３階
研修室

生涯学習課

大人のパルシアター 上映作品「東京物語」 １３：３０～１５：３０
あいパル3階
ホール

生涯学習課

24 水 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １１：００～１１：３０
中央図書館

読み聞かせコーナー 生涯学習課

英語でポップスを歌おう
オールディーズのヒットソングを楽しく歌
います

１４：００～１５：３０ 下戸田公民館 生涯学習課

託児サービス
保護者が図書館でゆっくりと本を選んだり、
学習ができるように、保育士が子どもを預かる

①９：３０～１０：２０
②１０：３０～１１：２０
③１１：３０～１２：２０
のいずれか１回５０分

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

新人陸上二市大会中止会期
　～２７日

みんなでパルるんひろば
前半は絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など
後半は保護者同士の交流や、保健師への相談

１０：３０～１１：３０
あいパル3階
軽体育室

生涯学習課

学校訪問（笹目東小）

新人水泳二市大会 戸田スポーツセンター 教育政策室

27 土 おはなしの部屋 読み聞かせ、昔話などの語り １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

託児付き子育て支援イベント
「絵本で心を届けよう！」

前半はオリジナル絵本作り、後半は親子のふれ
あい絵本を紹介

１０：３０～１２：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

新人陸上二市大会中心会期
予備日

29 月 学校訪問（美女木小）

体育祭（新曽中）

絵本の読み聞かせ広場 絵本の読み聞かせ・紙芝居等 １０：３０～１１：３０ 下戸田公民館 生涯学習課

日

火

木

金

日

火

水

金

土

26

28

30

17

19

20

21

23

25
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令和７年第８回教育委員会 (定例会 ) 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ １ 日 （ 木 ） 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室 

 



１ 教育委員提案 

ページ 

 
① 学校の様々な教育活動について 

（平和教育・キャリア教育・金融教育・メディアリテラシー教育）･･････････････････････１ 

（教育政策室） 

 



戸田市教育委員会
教 育 政 策 室

学校の様々な教育活動について

（平和教育・キャリア教育・金融教育・メディアリテラシー教育）

1



平和教育

2

国語：小学校３年生～中学校３年生まで
・戦争を扱う教科書教材を通して、平和を願う心情に触れ、
児童生徒が戦争の悲しみや平和の大切さについて考える機会がある。

社会：小学校
●日中戦争や我が国に関わる第二次世界大戦、日本国憲法の制定、オイリンピック・パラリンピッ

クの開催などを手掛かりに、戦後我が国は民主的な国家として出発し、国民生活が向上し、国際
社会の中で重要な役割を果たしてきたことを理解する。

社会：中学校
●歴史的分野
「近代の日本と世界」として、大きく6つの内容を扱う。
①欧米における近代社会の成立とアジア諸国の動き ②明治維新と近代国家の形成
③議会政治の始まりと国際社会との関わり ④近代産業の発展と近代文化の形成
⑤第一次世界大戦前後の国際情勢と大衆の出現 ⑥第二次世界大戦と人類への惨禍

●公民的分野
人権の尊重と日本国憲法の基本原則を学び、その理解を基に、国際社会における世界
平和の実現と人類の福祉の増大のために大切なことを学ぶ

道徳：小中学校
●内容項目「生命の尊さ」「国際理解,国際親善」「公正,公平,社会主義」「相互理解,寛容」等

「国際理解,国際親善」･･･それぞれの国には独自の伝統と文化があり、自分たちの伝統と文化に対し
て誇りをもち、大切にしている。そのことを、我が国の伝統と文化に対す
る尊敬の念と併せて理解できるようにする。

教育課程上の位置づけ（●学習指導要領より抜粋）

2



平和教育

3

★ある中学校独自の取組★
▶総合的な学習の時間で「平和」を
テーマに学習
▶修学旅行で広島を訪れる
・平和セレモニー
・碑めぐり
・平和記念資料館等へ

▶帰校後にふりかえり

平和宣言

被爆ピアノをお借りして大地讃頌

★ある小学校独自の取組★
▶国語の時間に、戦争や戦
時中の市民の生活につい
て話を聞く
▶戦時中の衣類・焼夷弾に
触れる機会

埼玉県平和資料館の職員からの話
(ピースキャラバン)



キャリア教育

4

教育課程上の位置づけ

ア 社会生活，職業生活との接続を踏まえた主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用
イ 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成
ウ 主体的な進路の選択と将来設計

▶学習指導要領 総則
特別活動を要としつつ、各教科等の特質に応じてキャ
リア教育の充実を図ること

▶学級活動（３）一人一人のキャリア形成と自己実現

▶各教科等 ※中学校での取組イメージ



キャリア教育

5

実感を伴うキャリア教育の実施(全校実施)

小４ キッザニア東京での仕事体験
（小学校キャリア教育支援事業）

中２ 市施設・民間企業等での職場体験
【中学校社会体験チャレンジ事業(3Days)】

PBLによる実感を伴う学習活動



キャリア教育

6

中学校における進路指導

卒業生の話を聞く会 (ようこそ先輩)

学校運営協議会や学校応援団による面接練習高校教諭を招いた高校紹介

高校に通う先輩から
勉強の仕方や高校生
活についてのお話

社会で働く先輩から
仕事の話や学生時代に
取り組んでほしいこと
についてのお話



金融教育

技術・家庭科（家庭分野）Ｃ 消費生活・環境

社会科（公民的分野）B 私たちと経済（1）市場の働きと経済
①身近な消費生活を中心に経済活動の意義について理解する。
②市場経済の基本的な考え方について理解すること。その際、市場における価格の決まり方や資源の配
分について理解する。

③現代の生産や金融などの仕組みや働きを理解する。
④勤労の権利と義務、労働組合の意義及び労働基準法の精神について理解する。

教育課程上の位置づけ

高等学校

中学校

家庭科 Ｃ 消費生活・環境 (1)物や金銭の使い方と買物
買い物の仕組みや消費者の役割が分かり、物や金銭の大切さと計画
的な使い方について理解する。

小学校

家庭編 第４節 消費生活

(1)金銭の管理と購入
購入方法や支払い方法の特徴
が分かり、計画的な金銭管理
の必要性について理解する。

(2)消費者の権利と責任
消費者の基本的な権利と責任、
自分や家族の消費生活が環境や
社会に及ぼす影響について理解
する。

(3)消費生活・環境についての課題と実践

自分や家族の消費生活の中から問題
を見いだして課題を設定し、その解
決に向けて環境に配慮した消費生活
を考え、計画を立てて実践できる。

(1)経済社会の動向と消費生活
①国民経済と消費者
②社会の変化と消費生活
③多様化する流通・販売方法と消費者
④決済手段の多様化と消費者信用
⑤生活における経済の計画と管理

（2）消費者の権利と責任
①消費者問題
②消費者の権利と関係法規
③消費生活と契約
④消費者教育

（3）消費者と行政、企業

①消費者の自立支援と行政

②消費者と企業
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金融教育

日本銀行の仕事について 日本銀行本館内をリモート見学

産官学と連携した取組の例

その他：各学校における「きまり」

▶日本銀行オンライン授業「教室でにちぎん」

お金のトラブルが起きないよう、「学校の約束」としてお金の使い方を定
めているところもある。また、長期休み前には有意義な長期休みにするた
めに、お金の使い方に気をつけて生活するよう全校児童生徒向けに生徒指
導担当教諭等が話をする。

▶東大金融研究会による授業▶F学×住友生命による授業

お金の歴史や働くことの大切さ お金について考えてみよう
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メディアリテラシー教育

9

教育課程上の位置づけ
▶学習指導要領上では「情報活用能力」を各教科等を通して育成する。
また、各教科等では「情報」について教科の特性に応じて学習する。
（例）国語…情報の比較や吟味、伝え方の違い、送り手の立場からの検討等

社会…産業と情報の関わり、視聴者や読者の受け止め方の配慮等

技術…情報の収集、編集、発信の技術的な理解、情報の安全性への理解等

道徳…相手を思いやる心、マナーを守る態度等

▶戸田市では、デジタル・シティズンシップ授業を全学年３時間／年 実施。
メディアリテラシーはその柱の一つとして扱う。
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10

メディアバランスがとれた１日の計画を立てよう

立てた計画を実践し、家庭からのフィードバックをもらう

事後の活動

▶１日の中で接す
るメディアとその
時間について計
画を立てる
▶意思決定したこ
とを家庭での事
後活動として実
践する

▶家庭と連携した取
組とすることで、保
護者にもメディアと
の向き合い方を考
えてもらう機会とし
ている保護者のコメント

事例 小４ 学級活動 「自分のメディアバランスを見つけよう」

メディアリテラシー教育
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11

メディアリテラシー教育

スマートニュースメディア研究所と連携した取組

メディアリテラシー特別授業及び効果検証

教職員向け研修会の実施
・全教職員対象（教育フェスティバル）
・教育センター研究員対象 メディアリテラシー作問研修会

令和４年度 戸田市教育研究集録より

共同研究校において実施
・メディアの特性
・フェイクニュースの見分け方
・アルゴリズムの存在とフィルターバブル、
エコーチェンバー現象 などについて学ぶ



課題について
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学習指導要領【総則】において記載のある○○教育
▶総則編において「現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容」として例示

・伝統や文化に関する教育・主権者に関する教育・消費者に関する教育・知的財産に関する教育
・郷土や地域に関する教育・海洋に関する教育・環境に関する教育・放射線に関する教育
・生命の尊重に関する教育・心身の健康の保持増進に関する教育・食に関する教育・防災を含む安全に関する教育

▶明記はないが内容として存在していると考えられるもの

・人権教育・情報教育・プログラミング教育・性教育・キャリア教育・国際理解教育

求められる○○教育の増加

○○教育の内容は、各教科等に溶け込む形で存在

学習指導要領に記載がない・上記の一部を含む・新たに生じた○○教育

ネットリテラシー教育／情報モラル教育／著作権教育／メディアリテラシー教育／NIE教育
ユニバーサルデザイン教育／インクルーシブ教育／介護教育／ 芸術教育／統計教育／平和教育
租税教育／福祉教育／社会保障教育／動物愛護教育／起業家教育・アントレプレナーシップ教育
森林教育／河川教育／エネルギー教育／自殺防止教育／図書館教育／高齢化社会教育
いじめ防止教育／ オリンピック・パラリンピック教育／ESD（持続可能な開発のための）教育
気候変動教育／屋外教育（自然体験教育）／観光教育／がん教育／多文化共生教育／エリート教育
産業教育／ STEAM教育／緊急救命教育／グローバル教育／ボランティア教育／認知症理解教育／
LGBT（ジェンダー）教育／アンガーマネジメント教育／職業教育／コミュニケーション教育 など



課題について

13

○○教育について、明確な育成すべき資質・能力や評価方法が不明確で
あり、準備等にあたっては教師の負担も多い。

求められる○○教育等が増加・多様化する中、カリキュラム・オーバー
ロードの現状であり、教師も児童生徒もその内容が消化しきれていない。

学習指導要領をベースに各教科等でする中、
カリキュラム・マネジメントの推進が重要となる

単発で講師を呼んで話を聞く特別授業的な扱いであることが多く深まり
がないケースも多い。

▲

▲

▲

各学校が、学校運営協議会の意見や学校評価も踏まえながら、
子供たちにどのような資質・能力を身につけさせたいかを明確
にし、一貫性のある方針のもとに、産官学と連携した特色ある
取組として、引き続き様々な教育活動を実施していく。
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令和７年第８回教育委員会 (定例会 ) 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ １ 日 （ 木 ） 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室 

 



１ 報告事項 

ページ 

 
① 令和７年度第１回戸田市海外留学奨学生について【秘密会】････････････････････････････１ 

（教育総務課） 
 
② 戸田市サイエンスフェスティバルについて････････････････････････････････････････････２ 

（教育政策室） 
 
③ 不登校対策に係る動向について･･････････････････････････････････････････････････････６ 

（教育政策室） 
 

④ 第５次戸田市教育振興計画策定に向けた論点整理について･･････････････････････････････９ 

（教育政策室） 
 
⑤ 埼玉大学・戸田市連携講座の開催について･･･････････････････････････････････････････５０ 

（生涯学習課） 
 

⑥ その他            



戸田市サイエンスフェスティバル２０２５～子ども大学とだ～について（報告） 

 

 芦原小学校において、「戸田市サイエンスフェスティバル２０２５～子ども大

学とだ～」を開催いたしましたので、次のとおり報告いたします。 

 

１ 実施日時 

令和７年７月１９日（土） １３：１５～１６：００ 

 

２ 参加人数 

児童生徒数……１３５人 

保護者・幼児…１３８人   合計２７３人（Ｒ６年度３３１人） 

 

３ 講座名及び参加団体          ※No.は当日の講座番号 ※★は新規 

№ 講 座 名 団 体 名 

１ 五角形の動物のふしぎ       travelling museum 博物倶楽部 

２ 
化学反応：重曹とクエン酸で 

風船を膨らまそう 

サーモフィッシャ－サイエンティフ

ィックジャパングループ 

３ 
きいろいガス管のひみつ 

～ガス管で万華鏡をつくろう～ 
東京ガス株式会社 埼玉支社 

４ 磁石と電池で遊ぼう！ 株式会社荏原製作所 

５ お部屋で緑を育てよう グリーンガーディアンズ 

６ 謎解きプログラミング！ エルプレイス 

７ 何がでてくる？プログラミング Code for TODA 

８ 
ドローンを飛ばして 

プログラミングを学ぼう 
参合同会社★ 

９ 飛ぶタネの模型をつくろう 彩湖自然学習センター 

10 わくわく 科学工作 戸田市理科教育研究部 

11 
ミクロの世界をのぞこう 

     ～顕微鏡を使った観察～ 
戸田市理科ボランティア 

12 おもしろ理科体験 
ケニス株式会社 

戸田市理科ボランティア 
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４ 各講座の様子 

 

１ 「五角形の動物のふしぎ」 

【travelling museum 博物倶楽部】 

 

◆自然の中にいる五角形の構造をもつ動物について、折

り紙を使って学びました。 

 
２ 「化学反応：重曹とクエン酸で風船を膨らまそう」 

【サーモフィッシャ－サイエンティフィックジャパングループ】 

 

◆キッチンにある化学物質（クエン酸と重曹）の化学反応を使

って、二酸化炭素のガスを発生させ、二酸化炭素の発生の

勢いを利用して風船を膨らませました。  
３ 「きいろいガス管のひみつ 

～ガス管で万華鏡をつくろう～」 

【東京ガス株式会社 埼玉支社】 

◆都市ガスがどのようにして家に届けられているのかを

学んだあと、ガス管を利用して万華鏡をつくりました。 

 
４ 「磁石と電池で遊ぼう！」 

【株式会社荏原製作所】 

 

◆電気の働きを利用して、モーターを作りました。身近な

モーターの活用について学びました。 

 
５ 「お部屋で緑を育てよう」 

【グリーンガーディアンズ】 

 

◆無菌・無機質で観葉植物を清潔に栽培できるハイドロボー

ルや植物の生長に必要な要素、植物の育て方について学

びました。  
６ 「謎解きプログラミング！」 

【エルプレイス】 

 

◆プログラミングロボットの様々なセンサーを使って謎解

きゲームに挑戦しました。 
 

７ 「何が出てくる？プログラミング『ビスケット』で 

自分だけのお宝を作っちゃおう」 

【Code for TODA】 

◆「ビスケット」を使い、タブレットで絵を描いて、その絵を

並べるだけの簡単な操作で、楽しくプログラミング体

験をしました。  
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８ 「ドローンを飛ばしてプログラミングを学ぼう」 

【参合同会社】 

 

◆ドローンの仕組みや操作の仕方を学び、プログラミング

でドローンを飛ばしました。 

  

９ 「飛ぶタネの模型をつくろう」 

【彩湖自然学習センター】 

 

◆不思議な飛ぶタネの模型を作り、実際に飛ばしてみた

り、昆虫などの生き物を観察たりしました。 
 

10 「わくわく 科学工作」 

                  【戸田市理科教育研究部】 

 

◆洗濯のりとホウ砂、絵の具を混ぜてカラフルなスライム

を作りました。 

 
11 「ミクロの世界をのぞこう～顕微鏡を使った観察～」 

【戸田市理科ボランティア】 

 

◆小さな生き物の様子、普段見ることのできないミクロ

の世界を観察しました。 
 

12「おもしろ理科体験」 

【ケニス株式会社・戸田市理科ボランティア】 

 

◆手回し発電器で電気自動車を動かしたり、フィンガー

ブーメランや紫外線ビーズを使ったブレスレットを作っ

たりしました。  
 

５ 参加スタッフ 

戸田市教育委員会       ３名  戸田市理科教育研究部会 １２名 

運営協力教員（ボランティア）１０名  戸田市理科支援員    １１名    

計 ３６名（Ｒ６年度４２名） 

 

６ 成果と課題 

 【成果】 

 ・児童生徒１３５名、保護者等１３８名、計２７３名の参加があり、多くの児

童生徒（保護者含む）に理科の楽しさや不思議さを伝える機会となった。 

 ・熱中症アラートが発令されていたため、事前に受付場所を室内にするなどの

準備を行った。大きな混乱や体調不良者もなく、実施することができた。 

 ・経験豊富な運営スタッフが多かったため、事前に十分な準備をしたり、当日

来場者に対して丁寧な対応をしたりすることができた。 

・戸田市教育委員会が進めている「産官学との連携」をさらに進め、多方面の

企業、大学関係者、NPO 等に継続して出展していただいた。また、新規のブ
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ースも設け、形骸化せず行うことができた。出展講座の講師からは、「子供

たちの意欲が高く、戸田の学校の日々の指導を感じることができた。」「出

展した側としてもやりがいがあった。」との声が多く聞かれた。 

 ・子供たちからは、「とても面白かった。来年も参加して、違う講座をやって

みたい。」など、とても楽しんで参加している様子がうかがえた。 

・整理券配布については、時間を区切って行ったため、途中から入場した子供

も、講座に参加することができていた。 

・昨年度、中学生の参加が少ないことが課題となっていたが、今年度は中学生

の参加が１１名となり、わずかながら増加が見られた。 

 

 

【課題】 

 ・当日の気温がかなり上がり、熱中症アラートが発令されていたこと、3 連休

初日などが関係したのか、参加人数が伸びなかった。来年度は、案内を前日

にも送付することで、さらなる周知を行う。 

・中学校の全生徒にも案内を周知しているが、中学生の参加数が少ない状況（R

６年度３名、令和７年度１１名）が続いている。各校の科学クラブ等へも声

かけをするとともに、中学生向けの講座について検討していきたい。 

 ・今回、受け入れ枠の少ないワークショップに、参加希望者が集中してしまっ

た。人気のワークショップの受け入れを増やす等の対応を検討する。 
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不登校対策支援に係る動向について 

 

戸田型オルタナティブ・プランに関する令和６年度の状況と令和７年度の取組等 

１ 多様な学びの場の活用状況について 

（１）ぱれっとルームについて 

  ①令和６年度の状況 

   ・総計８３名が活用（Ｒ６．７月時点） 

  ②令和７年度の利用状況について 

   ・総計５４名が活用（Ｒ７．７月時点） 

※７月実施の「ぱれっとルーム児童アンケート」に回答があった人数 

（２）不登校生徒支援教室「いっぽ」について 

 ①令和６年度の状況 

  ・２名登録（Ｒ６．７月時点） 

 ②令和７年度について 

  ・６名登録（Ｒ７．７月時点） 

（３）シェア型オンライン教育支援センター「room-k」について 

 ①令和６年度について 

  ・２４名登録（Ｒ６．７月時点） 【小学校】１０名 【中学校】１４名 

 ②令和７年度について 

  ・１６名登録（Ｒ７．７月時点） 【小学校】９名 【中学校】７名 

（４）教育支援センター「すてっぷ」 

 ①「すてっぷ」 

ア 令和６年度の登録状況について 

    ・３１名登録（Ｒ６．７月時点） 

イ 令和７年度の登録状況について 

    ・１６名登録（Ｒ７．７月時点） 

 ②「西すてっぷ」 

  ※令和５年８月２５日より教育支援センター「西すてっぷ」を開設 

ア 令和６年度の登録状況について 

    ・６名登録（Ｒ６．７月時点） 

イ 令和７年度の登録状況について 

    ・６名登録（Ｒ７．７月時点） 

 

２ 令和７年度新規事業について 

【事業内容】 

・戸田市立各中学校に戸田型中学校校内サポートルーム「きゃんばすルーム」を設置し、

利用生徒の生活支援や学習支援を行う。 

・令和７年６月より委託による運用開始 

・国の令和５年度教育支援体制整備事業費補助金（不登校児童生徒の学び継続事業）の

採択を受け、サポートルームの設置に係る備品、消耗品の購入や、有識者（「ぱれっと

ラボ」外部研究員）による効果検証や指導助言を行う。 
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３ 「ぱれっとラボ」による分析 

（１）外部研究員について 

   令和４年度より本市の不登校の予兆発見及び早期対応に係る調査、研究、分析、

支援等、不登校対策支援に関する総合的な調査研究等を行うため、有識者を「ぱ

れっとラボ」外部研究員として委嘱している。 

 

  【令和７年度外部研究員】 

 所属・役職 氏名 

１ 北海道大学教育学研究院 准教授 加藤 弘通 氏 

２ 秋田大学教育文化学部 地域文化学科 地域社会・心理実践講座 講師 
侯 玥江 

（ﾎｳﾕｴｼﾞｬﾝ）氏 

３ 
スタンドバイ株式会社 代表取締役 

千葉大学教育学部附属教員養成開発センター 特別研究員 
谷山大三郎 氏 

４ 日本薬科大学 特任教授 馬場 久志 氏 

５ 獨協医科大学 特任教授 東  宏行 氏 

 （２）主な分析結果  

※全ての小学校のぱれっとルーム利用児童、保護者およびモデル校の教職員対象の

アンケートの分析結果 

   ①児童アンケート 

    【ぱれっとルームに「たくさん来たい」「たまに来たい」と回答の児童の割合】 

９０％（n=９４） 

   ②教職員アンケート 

    【ぱれっとルーム設置によって、利用児童について他の教職員と話す機会が増

えた教職員の割合】 

７７％（n=３１０） 

   ③保護者アンケート 

    【ぱれっとルームの設置によって子供に変化があったと感じた保護者の割合】 

９４％（n=７０） 

    【ぱれっとルームの設置によってストレスが減ったと回答した保護者の割合】 

６７％（n=７０） 

 （３）令和７年度の取組について 

①全小学校の「ぱれっとルーム」利用児童対象のアンケート実施および結果分析 

 （７月・１２月実施） 

②全小学校の「ぱれっとルーム」利用児童の保護者対象のアンケート実施および 

結果分析                        （１２月実施） 

③全小学校の教職員対象のアンケート実施および結果分析（７月・１２月実施） 

④全中学校の「きゃんばすルーム」利用生徒対象のアンケート実施および結果分析 

（７月・１２月実施）     

⑤外部研究員による「ぱれっとルーム」「きゃんばすルーム」訪問および指導助言 

⑥「ぱれっとラボ」研究員連絡協議会を年３回程度開催 
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４ シンポジウムの開催について 

（１）令和６年度の状況 

  ・戸田市不登校について考える会～一人ひとりを大切に～開催 

   【講 師】文部科学省 大臣官房総務課 法令審議室審議第四係 

                            藤井 健人 氏 

   【参加者】１０４名 

  〈アンケート結果〉 

   講演：とてもよかった ＋ よかった ＝ ９３．３％ 

   シンポジウム：とてもよかった ＋ よかった ＝ ９３．３％ 

   個別相談ブース（８団体参加）： とてもよかった ＋ よかった ＝ １００％ 

    

 

（２）令和７年度戸田市不登校について考える会～一人ひとりを大切に～について 

  【開催日】令和７年１０月１１日（土） 開会：９：４５（受付９：３０） 

  【会 場】戸田市文化会館 

  【内 容】①基調講演  

演題：「 未定 」 

        講師：新井 雅 （あらい まさる） 氏 

（跡見学園女子大学 心理学部 臨床心理学科 教授） 

       ②シンポジウム 

        コーディネート：学研エル・スタッフィング（「すてっぷ」運営） 

       ③個別相談会 

        フリースクールやサポート校など、学びの選択肢について相談を希望

する来場者に対応できる個別相談ブースを設置予定           
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戸田市教育委員会
教 育 政 策 室

第５次戸田市教育振興計画策定に向けた論点整理について
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第４次計画の取組状況について

資料１－１
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方針１：子供たちが可能性に挑戦し続ける力を育むための学びの実現に
ついて①

第４次計画期間中の主な取組

 正解のない未知の課題解決に取り組み、未来社会を切り拓く力を育成するPBL
（Project-Based Learning）を教育活動に取り入れてきたが、さらに実践型の探
究にするため、「活動の対象と目的は明確か」「解決したかどうか検証したか」な
どといった「戸田型PBL」の６つの要件を整理して示し、取組の加速化を図った。

１人１台端末の文具的活用による学びの質の向上
 コロナ禍における一斉休校や対面での交流の制限などにより、全国的にも従来の教育
活動が困難になる中で、本市では国のGIGAスクール構想に先駆けて平成30年から
学習用端末の導入を始め、コロナ禍でも他市より先行的に1人1台端末を実現。ICT
を活用した学びの質の向上を図るため「戸田市版SAMRモデル」を策定し、端末の
利用が目的ではなく文具的活用による学習者中心の学びへの転換に取り組んでいる。

社会に開かれた実践型の探究「戸田型PBL」の推進

電子黒板機能付きプロジェクタの全校導入等ICT環境の整備

 ICTをマストアイテムとした教育への転換が求められる中、ネットワーク環境の整備
や学校全体のデジタル化を進めていくことが必要であったことから、令和５年度に
は、市内全校の教室の黒板を電子黒板機能付きプロジェクタ・ホワイトボードに切
り替えた。1人１台端末と連動し、学習者中心の学びの促進につながっている。
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第４次計画期間中の主な取組

 教員免許更新制の廃止など国全体での制度改革が進む中、令和５年に文部科学省の
「教員研修の高度化に資するモデル開発事業」に採択され、「市主催研修の高度化」
と市内モデル校における「校内研修の高度化」に取り組んだ。

 「子供の学びと教師の学びは相似形」と言われるように教師が教職生涯を通じて主体
的に学び続けるために教員研修のアップデートが必要であることから、本市では、大
学等と連携し、各教科の本質に迫る研修を市主催研修の中で設けることや、モデル校
において企業やNPOが校内の研修に参画し、教師同士の協働的な学びを進めること
など、「脱・自前主義」による校内研修のアップデートに取り組んでいる。

学校における働き方改革の推進

令和の日本型学校教育を体現する教員研修の高度化

 平成28年より国の委託事業を受けて働き方改革の取組を開始し、「可視化」、「共
有化」、「効率化」の３Kの視点で全ての学校の業務を洗い出し見直しを進めた。

 コロナ禍を経て当たり前だった学校行事等の精選や個に応じた教職員の支援も進め、
現在では時間外在校等時間の少なさは小・中学校ともに県内トップクラスになってい
る。

方針１：子供たちが可能性に挑戦し続ける力を育むための学びの実現に
ついて②
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方針２：多様性を尊重し、全ての子供たちが力を発揮できるような誰一人
取り残されない学びの保障について

 コロナ禍以降全国的にも急増している不登校について、本市では、令和３年に「不
登校を支援する」「不登校を科学する」「不登校を理解する」の３つのコンセプト
で不登校対策に取り組む「戸田型オルタナティブ・プラン」を策定した。

 全小学校への校内サポートルームの設置や教育支援センターの拡充、メタバース空
間におけるオンライン教育支援センターの設置など、不登校児童生徒の多様な学び
の場の充実を図りつつ、不登校対策の効果検証等に取り組む「ぱれっとラボ」、教
育相談体制の充実、市主催の「不登校について考える会」の実施などを行っている。

第４次計画期間中の主な取組

国の先駆けとなる不登校対策「戸田型オルタナティブ・プラン」を展開

特別でない特別支援教育の推進

 特別な教育的支援を必要とする全ての児童生徒が、在籍する学校で適切な特別支援教
育を受けられるよう令和４年に「戸田市特別支援教育推進計画」を策定した。

 計画では「特別でない、特別支援教育」を方針に掲げ、学習環境の整備や効果的な実
践事例の共有を進めてきた。

 また、企業等と連携し、全ての児童生徒を対象としたインクルーシブ教育の推進を目
指して、PBS（ポジティブな行動支援）をはじめ、多層的な支援やRTI（Response
to Intervention）モデルに基づく教育実践の研究に取り組んでいる。 13



第４期計画期間中の主な取組

市民大学講座における提供方法の発展

市民大学講座における提供内容の発展

 これまでの会場受講に加えて、令和3年度からオンデマンド受講（講座を収録し、
戸田市YouTubeで申込者限定配信）を開始し、市民大学講座をハイブリッド方式
で提供している。

 特に受講対象が現役世代の講座等では、会場受講者の倍以上の方がオンデマンド受
講を選択しており、ニーズは大きく、受講者も年々増加傾向にある。

 令和６年度から従来のコースや登録講座を見直し、新たに６分野＋１コースに分類
した。

 受講者アンケートの分析や社会動向に基づいたテーマ選定を行ったこと、市内各課
所と合同で講座を開催したことで、幅広い年齢層の市民参加があった。

方針３：地域・家庭・産官学民などの多様な主体による学びの提供について
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方針３：地域・家庭・産官学民などの多様な主体による学びの提供について

第４次計画期間中の主な取組

コミュニティ・スクールを中心とした学校・家庭・地域の連携強化

部活動の地域移行を含めたスポーツ、文化芸術活動の推進
 これまでの部活動の在り方を見直し、持続可能な取組への転換が求められている中、
部活動の地域移行が大きな課題である。

 国の方向性を踏まえつつ、まずは休日の部活動の地域移行を目指して取組を進めて
いる。なお、令和４年度から国、県の実証事業として一部部活動の休日の地域移行
を進めており、現在では市内全中学校で行っている。

 今後は、令和９年度夏から市内全ての部活動の休日の地域移行を目指し、実証事業
を進めている。

 平成30年度から市内全ての学校をコミュニティ・スクール化。地域との関係づく
りからスタートし、現在では、各学校が抱える教育課題の具体的解決を目指した熟
議を実施している。

 特に、近年では学校における働き方改革が大きな教育課題となる中、国が示した３
分類に基づいた熟議を行っている協議会もあり、地域が担う役割について検討し、
具体的な取組につなげている。
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方針４：個別最適な学びの実現に向けたEBPMの推進について

教育総合データベース・ダッシュボードの構築

第４次計画期間中の主な取組

産官学との連携による共同研究の推進

 １人１台端末の導入や学校現場での教育データの利活用が進む中で、様々な教育
データを集約・整理し、分析等が行えるデータ基盤を整えることが必要と判断した。

 国の委託事業として、学校を始め教育委員会やこども福祉部局が収集しているこど
ものデータを教育分野を軸に収集・整理し、「教育総合データベース」を構築した。

 令和５年12月より市内全校にダッシュボード化して運用を開始した。
 データベースの構築に当たっては、市の指針となる教育データの利活用に関するガ
イドラインを作成し、個人情報管理など適切な運用を担保している。

 毎年発行している「教育研究集録」において、様々な外部研究機関と連携して行っ
た学術的研究の成果を掲載している。

 例えば、国立情報学研究所新井紀子教授等との研究では、RST（リーディングスキ
ルテスト）と県の学力調査の結果には正の相関関係があることや、RSが高い子供ほ
ど学力も高まるといった傾向が見えてきた。
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（参考）
第４次計画期間中の主な取組の例

資料１－２
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方針１
子供たちが可能性に挑戦し続ける力を

育むための学びの実現について
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